
(1) ボルト継手部の耐力

 「屋内運動場等の耐震性能診断基準（平成18年版）付-3 3.5」の諸式による。
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ａ. 継手の曲げ耐力 jMu

  曲げ耐力は、jMu1とjMu2のうち小さい値とする。
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fA ：フランジボルトまたはリベットの軸断面積 M 20

df ：フランジボルト孔径 孔プラス分： 2 mm
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bfpo 注．Ant、Ans算定の際のちぎれ破断の

tfpo   　想定線は上図のようであるとする

bfpi ※無い場合は0を入力

tfpi ※無い場合は0を入力
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フランジ継手の諸元

：フランジボルト列数（材軸方向の数）

  Zpe＝Zp-mf･df･tf(H-tf)-dw･tw･Σr＝ [mm3]
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＝g3･mw^2/4 　 ：mwが偶数の場合（mw:ウェブボルト行数）
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＝g3･(mw^2-1)/4：mwが奇数の場合
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母材の有効断面
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フランジ継手
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：フランジボルト行数

[mm]

[mm]
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：有効塑性断面係数（ボルト孔欠損を考慮）
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：フランジ・スプライスプレートの端あき長さ

：フランジ・スプライスプレートのへりあき長さ
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※外側プレートのみ→1、２面プレート→2　を選択　

ボルトで決まる耐力
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：鋼材の引張り強さ（1.1倍しない）

：鋼材の降伏強さ

：ボルトの引張り強さ

：梁せい
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：梁フランジ幅

※高力ボルト・中ボルト→1、リベット→2　を選択　

3200

200

80

60

389.8

957.1

805.4

　(bfpo-mf･df)･tfpo･Fu+(2bfpi-mf･df)･tfpi･Fu

　nf･e1f･(tfpo+tfpi)･Fu/10^3

　min(fPu1,fPu2,fPu3.fPu4,fPu5)

スプライスプレートの有効断面耐力に基づく耐力

スプライスプレートの端抜け破断耐力に基づく耐力

fPu3b＝

フランジのちぎれ破断耐力に基づく耐力

×fA･Fbu/10^3

フランジの端抜け破断耐力に基づく耐力
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：外側スプライスプレートの厚さ

：ちぎれ破断せん断断面積

：ウェブせい

：片側フランジ断面積 [mm2]
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：内側スプライスプレートの幅

（2面せん断・高力ボルト）
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：外側スプライスプレートの幅
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：ちぎれ破断引張断面積
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フランジ継手の引張り耐力 fPu

：内側スプライスプレートの厚さ

：フランジボルト孔のピッチ
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：ウェブ厚さ

：フランジ厚さ

：フィレット半径

：全断面の塑性断面係数
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ウ） スプライスプレートの端抜け破断耐力に基づく耐力
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エ） スプライスプレートの有効断面耐力に基づく耐力
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接合部の曲げ耐力jMuが次式を満足する場合を保有耐力接合とする。

jMu≧1.3mMp （mMp：梁の全塑性曲げ耐力）

Mp＝ 586 ［kM･m］  エ）

mMp＝Mp/1.1＝ 533 ［kM･m］

1.3mMp＝ 693 ［kM･m］

b. ウェブのせん断耐力 jQu
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ウェブ継手の諸元
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：ウェブボルト行数（横方向を１行とする）
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：ウェブのスプライスプレートの厚さ

ウェブ継手

孔のプラス分：

：ウェブのボルトまたはリベットの軸断面積
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ウェブの端抜け破断耐力に基づく耐力
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ボルトで決まる耐力 （２面プレート）
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ウェブスプライスプレートの端抜け破断耐力に基づく耐力
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ボルト、リベットのせん断破断耐力に基づく最大せん断耐力

ウェブの有効断面の最大せん断耐力

ｳｪﾌﾞｽﾌﾟﾗｲｽﾌﾟﾚｰﾄの有効断面のせん断破断に基づく最大せん断耐力
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：ウェブボルトの縦方向ピッチ

：ウェブのスプライスプレートのせい

：ウェブボルトまたはリベット本数 mw×qw＝ 

：ウェブボルト孔径

：ウェブ・ｽﾌﾟﾗｲｽﾌﾟﾚｰﾄの部材軸方向の端あき長さ 40 [mm]

　　　　mwが偶数→0、奇数→1　を選択
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